
ハイブリッド形式（現地会場参加とZoom配信）

日 程 2026年８月1日(土)，2日(日)

会 場

松本市中央公民館（Mウイング）（１日目）
（〒390-0811長野県松本市中央1丁目18-1）

松本市勤労者福祉センター（２日目）
（〒390-0811長野県松本市中央4丁目7-26）

　２０２６年の第４５回全国夏期セミナーを長野県松本市で開催します。会場での対面開催と全国どこからで
も参加できるオンライン参加のハイブリッド開催を準備しています。
　開催地である長野県では、「人権教育」と「性教育」を柱にした「長野県子どもを性被害から守るための条
例」が２０１６年に制定され、「りんごっ子保健室キャラバン隊」の活動も注目されています。条例も活かし
ながら性教育を地道に広げてきた経験から大いに学びたいものです。
　世界をみれば、ウクライナ、パレスチナのガザ地区、さらに各地で戦火が広がっています。テレビで映し出
される映像には灰色の廃墟が目に広がります。世界は分断の中にあります。その最大の犠牲者は子どもたちで
す。被爆国であり、憲法９条のある国だからこそ平和、人間の尊厳、寛容、連帯、正義の連結役を担っていき
たいと思います。
　では日本の子どもたちは、いまのびのびと幸せな人生を歩んでいるといえるでしょうか。不登校、いじめ、
暴力行為の発生件数などの統計で過去最悪を更新し続けています。一人ひとりの人生のはじめに、私たちおと
なは何を子どもたちに贈ることができているのでしょうか。包括的性教育を通して子どもたちに語りかけ、学
びあいの場をつくることを心から呼びかけます。
　「包括的性教育をだれもが学ぶために」を合言葉に、地域と全国に広げていく実践と研究を交流するセミナ
ーに、ぜひ会場で、リモートで参加し、語りあい学びあいましょう。

第45回全国夏期セミナー長野大会in松本

包括的性教育をだれもが学ぶために
 ～分断や排除を超えて、「個人の尊厳」を保障する地域へ～
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参 加 費

夏期セミナー実行委員長：浅井 春夫（性教協代表幹事）
　　　　　　現地実行委員長：田村 綾乃（性教協長野サークル） 
　　　　　　副実行委員長：艮 香織（性教協幹事）・田部 こころ（性教協幹事）
　　　　　　現地事務局長：三村 慶子（性教協長野サークル）

８月１日(土)

時間 内容

11:00 受付開始

11:45～12:00
開会挨拶

浅井 春夫（性教協代表幹事・夏期セミナー実行委員長）

12:00～12:30
基調報告

艮 香織（性教協幹事・夏期セミナー副実行委員長）

12:40～14:10
記念講演

松本市中央公民館（Mウイング）/Zoom配信

安田 菜津紀 さん
テーマ　共に生きるとは何か
    　　　－分断と排除を超えていくために、いま必要なこと－
【プロフィール】1987年神奈川県生まれ。認定
NPO法人Dialogue for People（ダイアローグフォー
ピープル/D4P）フォトジャーナリスト。同団体の
副代表。16歳のとき、「国境なき子どもたち」友情
のレポーターとしてカンボジアで貧困にさらされる
子どもたちを取材。現在、東南アジア、中東、アフ
リカ、日本国内で難民や貧困、災害の取材を進め
る。東日本大震災以降は陸前高田市を中心に、被災
地を記録し続けている。著書に『国籍と遺書、兄へ
の手紙　ルーツを巡る旅の先に』（ヘウレーカ）、
他。上智大学卒。現在、TBSテレビ『サンデーモー
ニング』にコメンテーターとして出演中。



８月２日(日)

８月３日(月)  オプショナルツアー　★30名先着順

14:30～16:00
シンポジウム

16:15～17:45
理論講座

時間 内容

9:30～10:00 受付開始

10:00～12:45 模擬授業・分科会①

12:45～13:45 休　憩

13:45～16:30 模擬授業・分科会②

16:45～17:15

松本市勤労者福祉センター／Zoom配信

テーマ 包括的性教育を深めるために「人権的アプローチ」を
意識しよう
　性教育を一貫して人権教育として位置づけてきた性教協の考え方を基盤
に、性の権利は人権であること、性をポジティブにとらえる視点、「からだ
の権利」の捉え直し、そして授業にとどまらず日常の関係性の中で人権をど
う体現するかを整理します。ユネスコなどによる『国際セクシュアリティ教
育ガイダンス』や性の健康世界学会「性の権利宣言」を手がかりに、包括的
性教育における人権的アプローチの理論的枠組みと実践につながる視点を共
有します。

　渡辺 大輔 さん（性教協幹事・埼玉大学教員）

テーマ　性教育で地域格差をなくそう！！
 ～子どもの実態から目を離さずに～
　性教育をめぐる「地域格差」とは、性教育実践の質や量の違いにとどまら
ず、子どもたちが置かれている性的環境や、子どもの人権・権利がどの程度
守られているのかという状況の差として表れます。長野県はかつて、性暴力
は処罰ではなく性教育によって防止できるという理念のもと、淫行処罰を含
む青少年育成条例を持たない立場をとってきました。その後制定された「長
野県子どもを性被害から守るための条例」は、18歳未満を対象外としつつ処
罰規定を含む内容となっていますが、同時に性教育を行うことが条例に明記
された点は、他県にはない特徴です。
　本シンポジウムでは、地域で性教育に取り組んできた実践・運動の視点と、
子どもの人権を行政の立場から支える経験を共有し、包括的性教育が広がるこ
とで、子どもたちの性的環境や人権保障の地域差をどのように縮めうるのか、
その可能性を展望します。

スピーカー　白澤 章子 さん（りんごっ子保健室キャラバン隊）
　　　　　　山本 修平 さん（松本市人権共生課）
コーディネーター　田代 美江子 さん
                            （性教協代表幹事・埼玉大学教員）

閉会行事
・2日間のまとめ　実行委員会から
・2027年「第46回全国夏期セミナー徳島大会」実行委員会から



お問い合わせ先

Facebookはこちら→　＠Ｓeikyokyo X(旧Twitter)はこちら→　@Seikyokyo_Web

◎性教協（せいきょうきょう）って？
　1982年に創立された一般社団法人“人間と性”教育研究協議会（性教協）は、「科学・人権・自立・共
生」の４つのキーワードをもとに、子どもの切実な要求にこたえ、正確な情報を伝え、子どもと共に
「性」のあり方や生き方を考えて、たくさんの性教育実践を積み重ねてきた民間研究団体です。
会員は、教員をはじめとした学校関係者、幼稚園・保育園の保育者、助産師・医師・看護師・保健師な
どの医療関係者、児童養護施設職員などの福祉関係者、NPO関係者、研究者、学生など多彩です。
　学校・地域・家庭での性教育実践を創造し交流するとともに、自分自身の性と生のあり方を問い直
し、形成することができる場となっています。日本で唯一の性教育専門誌『季刊セクシュアリティ』(発
行：エイデル研究所)を編集しています。

◎全国夏期セミナーって？
　日本で最大規模の性教育の研修会です。全国各地から持ちよった実践を積み重ねています。最新の正
確な情報や現場のリアルな声に触れることもできます。全国から集まる性教育に関心のある参加者とつ
ながることができるのも魅力です。性教育初心者や学生の方の参加も歓迎します。大会には性教協会員
でなくても参加できます。また２日間通しではなく、１日のみや午後からなど、部分参加も可能です。

参加申し込み開始は、本要項ができる４月末を予定しております。

※セミナーの内容や時刻等は、2026年１月段階のもので、予告なく変更の可能性があり
ます。最終的に確定した内容や時刻等は、本要項やホームページでご確認ください。

一般社団法人“人間と性”教育研究協議会（性教協）本部・事務局
〒151-0071　東京都渋谷区本町1丁目7番16号　初台ハイツ1006号
TEL 03-3379-7556 FAX 03-3379-7561 メール：jimu@seikyokyo.org

電話は火・木曜日の13時～16時に受け付けています。
お急ぎの場合はFAX、メールでご用件をお伝えください。　　　　　　性教協HP▶

※※同時期に松本でいくつかのイベントが開催されますので、宿・ホテルの予約はお早めに。

mailto:jimu@seikyokyo.org

